






































に 549産地存在している。これらの多数の産地は， 1産地当り平均 207企業が集積し， 1産地当
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資料：関市経済部商工観光課編，『関市の工業』， 62年版（中小企業庁編，『中小企業白書』， 63年版， 76頁，
78頁，に所収）。岐阜県商工労働部編，『関地域中小企業振興計画』， 63年1月， 49頁
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和飲食器 そ の 他 品目・グレード
九谷・清水iと 素地工程をは





を排除し，機（岐車） 瀬戸についで し、 いが， 中小規
械的生産を中
模のものもか特化度が低い




花器，美術工芸 企業の零細性 手工的技法に伍川） し、
品も多い。 が最も著しい 大きく依存し
電気用品の特化 高級品が主体で ている清 水 特化度がかな
度がきわめて高 あるG京都） り高い し、
割烹用一般食器
工業用・理化学 もかなり生産し 比較的大規模有 田 用品の特化度が ている。やや高
な企業がかな 機械的生産を（佐賀） きわめて高い 級品が主体であ
りみられる。 中心に一部手る. 乙とに波佐見 工的技法を利
家庭用一般食器 に規模の大き 用している
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況調査リポー ト』， 61年11月， 6頁。笠松誠一，「調査
新たな時代を迎えた福井めがね産地」，『北陸経済研
















































































































集荷・仕入機能l15. 7 と「それなりに果たしてい「十分果たしている」( 21. 7) 34.0 






04.1) 40. 8 
( 7.1) 56. 9 生産・加工機能18.
産地問屋などの存在が産地における流通面の特色(18.2) 5. 0 機融金
大抵の地場産業は販この意味で，となっている。(36. 9) 43. 7 機報f青
売面のみならず原材料や資金の調達，情報収集，
商品・デザイン開発などを多岐にわたって，産地
(57.3) 5. 8 開発・企画機能




























































製品の 原材料 製品の 製出荷品梯ι 存立形態 製織工程の特徴 規模 企画能特徴 （生糸） 力 有色
① 自しら織織繊機手を及をび工場し所て有直 後練織物 自ら仕入 比較的大
社内製織型 接製 行雇う用もの （白生地） きい 有 有が多い
1虫 ＜内機型〉
自ら直接製織せず，外 先染織物 自ら仕入 小規模
立 ② 注としての賃織（出機） が多い をし，外




機 ①と②の併用型で内機 先練，先 自ら仕入 出機依存
と出機の両方を使用し 染ともに をし，外 の割合に
業 ③ て製織するもの みられる 注先にも よって異
社内・社外 ＜内機・出機併用型＞ か，先染支給 なり，小 有 有
併用型 織物が多 規模からし、 大規模ま
で広範に
わたる
④ ②か③の外注先で織機 先染織物 元請から 小規模で下
織機所有型 は自ら所有するもの が多い 支給され 家族従業 無 無請 ＜出機＞ る 者だけが
型 多い
機 ⑤ ②か③の外注先である 先染織物 元請から 零細規模






生産 l =・' 式：｜企業類型｜（従業｜生産品目














のない商品 ｜ ｜難い ｜力をつけ，生
（和茶棚，小物｜ ｜ ｜産品目の転換




（小零｜高級品に特化 ｜独自の技術をも｜ ｜ 経営体質は強
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促進法（昭和58年） 村） : 62年12月1日現在
山 村 振 興






半 島 振 興
半 島 振 興 法 19地域347市町村・ 62年 4月 1日
（昭和60年） 現在
特定地域中小企業対策
特定地域中小企業対策臨時 51地域216市町村 62年12月 1日
措置法（昭和61年） 現在




























テレトピア構想（郵政省） 町村圏と沖縄県全域） : 62年 3月
輿
5日現在
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